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防
衛
医
科
大
学
校
に
は
、
保
健

師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
と

な
る
べ
き
者
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で

あ
る
看
護
学
科
（
自
衛
官
候
補
看
護

学
生
）
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
に
つ
い

て
県
出
身
隊
員
の
声
で
紹
介
し
ま
す
。

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

第
１
学
年

堀
内

天
寧

（
山
梨
県
立
甲
府
西
高
校
卒
）

私
は
、
将
来
人
の
役
に
立
て
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、

防
衛
医
科
大
学
校
を
知
り
ま
し
た
。

災
害
が
起
き
た
時
に
駆
け
つ
け
て
活

動
す
る
の
は
自
衛
官
で
す
。
そ
の
な

か
で
も
、
私
は
、
被
災
者
の
命
を
救

う
と
い
う
幹
部
自
衛
官
た
る
看
護
師

に
魅
力
を
感
じ
、
防
衛
医
科
大
学
校

を
目
指
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

入
校
し
て
間
も
な
い
頃
の
私
は
、

学
校
の
日
課
時
限
に
合
わ
せ
た
生
活

に
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
日
の

学
校
生
活
を
送
る
う
ち
に
、
そ
の
日

課
時
限
に
も
次
第
に
慣
れ
、
自
分
の

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

趣
味
な
ど
に
時
間
を
割
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

防
衛
医
科
大
学
校
で
は
、
看
護

の
勉
強
以
外
に
も
自
衛
官
と
し
て

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
指
導
官
等

が
、
学
生
一
人
一
人
に
懇
切
・
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
た
め
、
安
心

し
て
幹
部
自
衛
官
た
る
看
護
師
と

し
て
の
資
質
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
）
、

知
識
及
び
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
は
、
人
に
対
す
る

指
導
・
指
示
が
苦
手
だ
っ
た
の
で

す
が
、
訓
練
に
よ
り
少
し
ず
つ
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

防
衛
医
科
大
学
校
は
、
看
護
師

と
し
て
大
事
な
人
格
を
養
う
場
で

も
あ
り
ま
す
。
防
衛
医
科
大
学
校

に
興
味
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
目
指

し
て
ほ
し
い
で
す
。
最
初
は
戸
惑

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ず
っ
と

一
緒
に
い
て
支
え
て
く
れ
る
仲
間

に
出
会
え
ま
す
。

８
月
１
日(

月
）
陸
上
自
衛
隊
松
本

駐
屯
地
（
長
野
）
、
８
月
３(

水)
、
４
日(

木)

に
陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐

屯
地
（
山
梨
）
に
て
、
県
内
の
中
学
生

と
高
校
生
の
「
総
合
的
な
学
習
（
探
求
）

の
時
間
」
を
支
援
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
駐
屯
地
に
到
着
後
、
早
速
自
衛
官
が

実
際
に
着
て
い
る
迷
彩
服
に
着
替
え
、

人
生
で
初
め
て
着
た
迷
彩
服
に
ワ
ク
ワ

ク
し
た
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
自
衛
隊
の
概
要
説
明
を
受

け
て
駐
屯
地
内
に
展
示
し
て
あ
る
装
備

品
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
普
段
見
る
機

会
の
な
い
装
備
品
を
前
に
写
真
を
撮
っ

た
り
、
隊
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
１
日
の
松

本
駐
屯
地
で
は
、
実
際
に
隊
員
が
利
用

し
て
い
る
食
堂
に
お
い
て
昼
食
の
体
験

喫
食
を
行
い
ま
し
た
。
美
味
し
く
栄
養

バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
、

ご
飯
を
お
代
わ
り
し
て
い
る
参
加
者
も

い
ま
し
た
。
ま
た
３
、
４
日
の
北
富
士

駐
屯
地
で
は
、
自
ら
の
命
を
守
る
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
、
止
血
体
験
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
救
急
法
を
学
び
ま
し
た
。
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
は
、
簡
単
そ
う
に
見
え
て
実

際
や
っ
て
み
る
と
難
し
く
、
苦
戦
す
る

参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、
隊
員
か
ら
親

切
に
何
度
も
教
え
て
も
ら
い
、
最
後
に

は
素
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

特
に
参
加
者
た
ち
の
関
心
が
高
か
っ

た
研
修
は
、
松
本
駐
屯
地
で
は
軽
装
甲

機
動
車
と
高
機
動
車
、
北
富
士
駐
屯
地

で
は
指
揮
通
信
車
の
体
験
搭
乗
で
し
た
。

車
両
内
部
の
様
子
に
驚
き
な
が
ら
も
、

迫
力
の
あ
る
エ
ン
ジ
ン
音
や
乗
り
心
地

を
体
感
し
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。
」

「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
今
後
も
「
総
合
的
な
学

習
（
探
求
）
の
時
間
」
を
活
用
し
た
職

場
体
験
に
協
力
し
、
仕
事
と
し
て
の
自

衛
隊
を
広
く
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。

山梨県☆出身隊員の紹介

校内の様子（右）訓練の様子（一番右）

訓練の様子（左）
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Ｑ

瀬
尾
２
曹

は
山
梨
県
出
身

で
す
か
？

Ａ

出
身
は
山

梨
県
で
は
な
く

兵
庫
県
で
す
。

Ｑ

山
梨
県
に

来
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
は
？

Ａ

航
空
自
衛

隊
の
基
地
は
山
梨
県
に
は
な
い
の
で
、
自

衛
官
募
集
担
当
の
広
報
官
と
し
て
、
航
空

自
衛
隊
の
魅
力
を
山
梨
の
方
々
に
伝
え
る

た
め
に
来
ま
し
た
！

Ｑ

全
国
異
動
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ

自
衛
隊
の
基
地
・
駐
屯
地
は
日
本
全

国
に
あ
る
の
で
、
旅
行
す
る
よ
う
な
気
持

ち
で
異
動
先
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
魅
力
で
す
。

Ｑ

地
元
以
外
で
勤
務
す
る
こ
と
で
苦
労

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

方
言
や
食
文
化
の
違
い
や
土
地
勘
が

な
い
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
に
苦
労
し
ま
し

た
。

Ｑ

最
後
に
航
空
自
衛
隊
の
魅
力
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
航
空
機
の
整
備
員
、

航
空
管
制
官
や
客
室
乗
務
員
だ
っ
た
り
、

気
象
予
報
士
や
調
理
師
ま
で
、
空
の
安
全

を
守
る
た
め
に
様
々
な
職
種
の
自
衛
官
が

活
躍
し
て
い
る
の
が
航
空
自
衛
隊
の
魅
力

で
す
！

７
月
９
日
（
土
）
及
び
同
月
日
23
（
土
）

県
内
高
校
２
、
３
年
生
に
対
し
、
制
服
公

務
員
（
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
）
合
同
の

就
職
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
説
明

会
は
、
高
校
生
が
制
服
公
務
員
の
職
業
に

興
味
が
あ
っ
て
も
深
く
知
る
機
会
が
な
い

と
考
え
、
地
本
が
企
画
し
ま
し
た
。

当
初
各
機
関
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
自

衛
隊
・
警
察
・
消
防
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー

ス
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
周
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
現
場

の
隊
員
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
警
務
科
隊
員

（
自
衛
隊
の
警
察
）
か
ら
職
務
に
つ
い
て

説
明
し
、
「
自
衛
隊
の
中
に
色
々
な
仕
事

が
あ
る
こ
と
を
知
れ
た
」
と
自
衛
隊
の
職

務
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
装
備
品
展
示
で
は
、
装
甲

車
両
等
に
触
れ
た
生
徒
さ
ん
達
か
ら
、

「
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
声

を
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

本
説
明
会
に
お
い
て
警
察
、
消
防
志
望

の
方
に
も
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
と
し
て
考

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
自
衛
隊
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

７
月
16
日
（
土
）
に
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
翌
17
日
（
日
）
に
は
、
南

ア
ル
プ
ス
市
の
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て

自
治
体
主
催
で
開
催
さ
れ
た
中
部
航
空
音

楽
隊
（
隊
長

３
等
空
佐

五
味
渕
敦
）

の
音
楽
演
奏
会
を
支
援
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
多
く
の

方
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
が
演
奏
さ
れ
、

特
に
ジ
ャ
ズ
の
定
番
と
も
い
え
る
「
シ
ン

グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
の
演
奏
時
に
は
、

来
場
者
か
ら
手
拍
子
が
起
こ
り
、
音
楽
隊

と
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
演
前
に
は
山
梨
県
出
身

隊
員
（
山
梨
市
）
の
青
山
真
乃
３
等

空
曹
が
挨
拶
を
行
い
、
元
気
に
活
躍

し
て
い
る
姿
を
紹
介
し
ま
し
た
。

青
山
３
曹
は
入
隊
前
に
、
桃
源
文

化
会
館
で
実
施
さ
れ
た
航
空
自
衛
隊

音
楽
隊
の
演
奏
会
に
観
客
と
し
て
訪

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自
衛
隊
に

興
味
を
抱
き
入
隊
し
た
そ
う
で
す
。

今
回
、
思
い
出
の
会
場
に
凱
旋
し
ま

し
た
。

演
奏
会
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
関

心
や
理
解
が
深
ま
り
、
自
衛
隊
を
志

す
方
や
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

増
え
て
く
れ
れ
ば
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

予備自五日間訓練実施
７
月
15
日
（
金
）
か
ら
19
日
（
火
）
ま
で

の
間
、
山
梨
地
方
協
力
本
部
は
、
第
１
特
科

隊
情
報
中
隊
（
北
富
士
駐
屯
地
）
が
担
任
し

た
第
２
回
予
備
自
衛
官
訓
練
５
日
間
に
34
名

の
予
備
自
衛
官
を
参
集
し
ま
し
た
。

訓
練
は
第
１
特
科
隊
副
隊
長
の
精
神
教
育

に
よ
り
予
備
自
衛
官
が
有
事
の
際
等
に
現
職

自
衛
官
に
代
わ
り
駐
屯
地
の
警
備
や
後
方
支

援
を
行
う
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
う
事
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
基
本
教
練
、
救
急

法
・
野
外
衛
生
等
の
各
科
目
を
履
修
し
、
練

度
の
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
予
備
自
衛
官
を
５
年
間
継
続
勤
務

し
た
方
々
３
名
に
対
し
て
山
梨
地
方
協
力
本

部
長
よ
り
永
年
勤
続
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
参
列
さ
れ
た
山
梨
県
隊

友
会
（
注
１
）
吹
野
会
長
か
ら
は
参
加
し
た

予
備
自
衛
官
に
対
し
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
も
訓
練
招
集
部
隊
及

び
予
備
自
衛
官
と
の
綿
密
な
連
絡
・
調
整
を

行
い
、
訓
練
参
加
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
即
応
予
備
自
衛
官
有
資
格
者
に
対
し

て
引
き
続
き
の
志
願
勧
誘
に
努
め
て
参
り
ま

す
。ま

た
、
自
衛
官
未
経
験
者
が
教
育
訓
練
を

経
た
後
に
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る
「
予

備
自
衛
官
補
」
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

関
心
の
あ
る
方
は
山
梨
地
本
予
備
自
衛
官
班

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
注
１
）
国
民
と
自
衛
隊
の
か
け
橋
と
し
て

相
互
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
の
防

衛
及
び
防
災
施
策
、
自
衛
隊
諸
業
務
な
ど
に

対
す
る
協
力
・
支
援
を
実
施
す
る
公
益
社
団

法
人

今
回
は
爽
や
か
航
空
自
衛
官
！

広
報
官
の
瀬
尾
２
等
空
曹
に
フ
ォ
ー
カ
ス
☆

制服公務員合同就職説明会について


